
い
の
ち
を
守
る
闘
い
で
、

大
き
く
政
治
を
変
え
よ

う
！

１
月
18
日
、
鳩
山
政
権
発
足
後
初
の
一

七
四
通
常
国
会
（
会
期
は
６
月
16
日
ま
で
）

が
開
会
し
ま
し
た
。

今
国
会
で
は
、
民
主
党
の
小
沢
一
郎
幹

事
長
を
め
ぐ
る
政
治
資
金
疑
惑
や
鳩
山
由

紀
夫
首
相
の
偽
装
献
金
事
件
、
深
刻
な
景

気
・
雇
用
危
機
の
打
開
、
破
壊
さ
れ
た
社

会
保
障
制
度
の
拡
充
、
沖
縄
・
米
軍
普
天

間
基
地
撤
去
な
ど
山
積
み
し
て
い
ま
す
。

開
会
日
は
、
日
比
谷
公
園
霞
門
か
ら
三

百
人
が
国
会
請
願
デ
モ
を
行
い
ま
し
た
。

出
発
集
会
で
は
、
安
保
破
棄
実
行
委
員
会

の
早
坂
事
務
局
長
、
東
京
国
公
の
植
松
事

務
局
長
が
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
衆
議
院
会
議
室
で
、
中
央
社

保
協
・
国
民
大
運
動
実
行
委
員
会
・
安
保

破
棄
中
央
実
行
委
員
会
主
催
の
「
国
民
要

求
の
実
現
を
求
め
る
１
・
18
院
内
集
会
」

が
開
催
さ
れ
一
三
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

柴
田
全
労
連
副
議
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

参
加
し
た
10
名
の
日
本
共
産
党
国
会
議
員

を
代
表
し
て
市
田
忠
義
参
議
院
議
員
が
激

励
と
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

今
国
会
に
臨
む
論
戦
の
四
つ
の
重
要
課
題

と
し
て
「
第
一
に
暮
ら
し
と
経
済
の
問
題

で
、
い
か
に
し
て
国
民
生
活
を
守
る
か
、

第
二
に
沖
縄
普
天
間
基
地
の
撤
去
と
新
基

地
建
設
を
許
さ
な
い
道
筋
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
、
第
三
に
政
治
と
金
の
問
題
で
疑

惑
を
徹
底
究
明
す
る
こ
と
、
第
四
に
政
治

主
導
の
名
の
も
と
に
国
会
改
革
を
許
さ
な

い
、
衆
議
院
の
比
例
定
数
80
名
削
減
を
許

さ
な
い
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
今
国
会
の
論

戦
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

参
加
し
た
各
団
体
か
ら
、
「
社
保
庁
職

員
の
分
限
免
職
（
解
雇
）
撤
回
を
目
指
し

て
、
不
服
申
請
と
そ
の
後
は
裁
判
に
訴
え

て
闘
う
」
（
国
交
労
連
）
、
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
即
時
廃
止
と
高
齢
者
の
可

処
分
所
得
の
低
下
の
実
態
」
（
年
金
者
組

合
）
、
「
公
立
高
校
で
授
業
料
が
無
償
化

さ
れ
て
も
私
立
高
校
の
無
償
化
は
な
い
」

（
全
教
）
、
「
目
前
に
迫
っ
た
名
護
市
長

選
勝
利
へ
支
援
を
」
（
安
保
破
棄
実
行
委

会
）
、
「
公
設
派
遣
村
か
ら
大
田
区
の
な

ぎ
さ
寮
に
移
っ
た
人
た
ち
が
今
日
で
退
去

さ
せ
ら
れ
る
が
、
生
保
を
受
け
ら
れ
て
い

な
い
人
も
い
る
」
（
自
治
労
連
）
な
ど
、

闘
い
の
課
題
と
決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

後
に
今
後
の
国
会
行
動
の
提
起
が
さ
れ

ま
し
た
。

東
京
社
保
協
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
即
時
廃
止
な
ど
を
求
め
、
新
し
い

署
名
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
３
月
17
日

（
水
）
国
会
行
動
を
行
い
ま
す
。
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今月の主な記事
１頁、第１７４通常国会開会、お知らせ

２頁、３日間の厚労省前座り込み、墨田社保協学習会

３頁、路上生活と生活保護・駅頭宣伝に思う

４頁、派遣村が必要ない社会を実現しよう

第
一
七
四
回

通
常
国
会
開
会

お知らせ

団体・地域代表者会議 ２月５日（金）東京労働会館

地下会議室 13時30分～16時30分各団体より複数参加を

東京社保協・東京連絡会国会行動 ３月１７日（水）

10時30分開会 衆議院第１議員会館第４会議室

後期高齢者医療制度すぐやめよ４・３東京連絡会実
行委員会 ２月１８日（木）18時～ 東京労働会館５階

会議室

常任幹事会 ２月２５日（木）東京労働会館５階会議室
13時30分～16時

日
比
谷
公
園
か
ら
国
会
へ
の
デ
モ
参
加
者



後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は

い
ま
す
ぐ
や
め
よ

今
季
一
番
の
寒
さ
12
月
16
～
18
日

の
12
時
ま
で
厚
労
省
前
座
り
込
み
実

施
。
16
日
は
雪
で
も
降
っ
て
く
る
か

と
思
う
寒
い
空
模
様
で
し
た
が
11
時

よ
り
準
備
、
葛
飾
社
保
協
・
葛
飾
土

建
組
合
の
協
力
で
手
際
よ
く
１
時
間

半
ぐ
ら
い
で
完
了
。
厚
労
省
に
13
時
、

要
求
書
を
６
名
の
代
表
で
提
出
し
ま

し
た
。

後
期
高
齢
者
の
医
療
制
度
は

す
ぐ
止
め
る
な
ど
16
項
目
に
ま

と
め
た
文
書
で
厚
生
労
働
大
臣

あ
て
に
提
出
し
、
後
日
回
答
す

る
こ
と
を
確
約
し
座
り
込
み
に

入
り
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
の

松
平
晃
さ
ん
の
応
援
で
厚
労
省
街
は

大
き
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

時
に
は
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
を
握
り
、

街
行
く
人
々
に
訴
え
、
私
た
ち
も
リ

レ
ー
ト
ー
ク
で
訴
え
ま
し
た
。

長
妻
厚
生
労
働
大
臣
は
、
は
っ
き

り
国
民
の
前
で
「
廃
止
す
る
」
と
言

い
ま
し
た
。
今
、
何
故
２
年
後
と
か

４
年
と
か
、
業
務
が
混
乱
す
る
と
か
、

い
っ
た
ん
シ
ス
テ
ム
を
替
え
た
も
の

を
元
に
戻
す
に
は
時
間
が
か
か

る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
理
由
を
付

け
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ

は
技
術
者
か
ら
み
れ
ば
理
由
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
廃
止
し
て
老

人
保
健
制
度
に
戻
す
こ
と
を
何

故
先
延
ば
し
し
、
た
め
ら
っ
て

い
る
の
か
全
く
理
解
で
き
ま
せ

ん
。「

１
昨
年
６
月
６
日
参
議
院

で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

を
廃
止
し
、
老
健
制
度
に
戻
す

法
案
が
民
主
・
共
産
・
社
民
・

国
民
新
党
な
ど
が
賛
成
し
可
決

し
て
お
り
ま
す
。
今
さ
ら
何
を

言
う
の
か
、
堂
々
と
国
民
の
前

に
立
っ
て
、
は
っ
き
り
と
し
た

態
度
を
示
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。

私
た
ち
の
訴
え
に
耳
を
か
た
む
け
、

ご
く
ろ
う
様
、
頑
張
っ
て
と
カ
ン
パ

箱
に
ぽ
ん
と
手
を
の
ば
し
カ
ン
パ
し

て
く
れ
る
、
続
け
て
ま
た
他
の
人
が

入
れ
て
く
れ
る
。
風
な
ど
ひ
か
な
い

様
気
を
つ
け
て
下
さ
い
と
激
励
文
も

寄
せ
て
く
れ
る
、
あ
り
が
た
い
励
ま

し
の
言
葉
が
ノ
ー
ト
に
び
っ
し
り
。

３
時
頃
に
は
高
橋
ち
づ
子
衆
議
院

議
員
も
激
励
の
挨
拶
「
弱
い
者
い
じ

め
は
許
さ
な
い
と
国
会
で
も
奮
闘
し

て
い
ま
す
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

と
握
手
、
夜
に
は
、
忙
し
い
時
間
を

さ
い
て
小
池
晃
参
議
院
議
員
も
共
に

座
り
込
み
に
参
加
、
私
た
ち
も
勇
気

が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

冷
た
い
風
が
ホ
ホ
を
な
ぐ
り
つ
け

る
。
目
は
閉
じ
て
い
て
も
眠
れ
な
い
。

夜
明
け
が
待
ち
ど
う
し
い
。

２
日
目
は
晴
れ
、
各
団
体
や
個
人

の
方
の
支
援
・
激
励
、
ほ
ん
と
に
座

り
込
み
し
て
感
謝
・
感
謝
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
ノ
ー
ト
に
は
激
励
文
も
び
っ

し
り
で
す
。
立
ち
寄
っ
て
話
し
か
け

る
人
も
昨
年
よ
り
多
く
、
励
ま
さ
れ

ま
し
た
。
田
村
智
子
さ
ん
も
一
緒
に

座
り
込
み
に
参
加
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク

を
通
し
て
訴
え
、
「
長
生
き
を
心
か

ら
訴
え
る
政
治
に
し
た
い
」
と
参
議

院
比
例
候
補
と
し
て
頑
張
る
決
意
を

語
り
、
大
き
な
拍
手
が
湧
き
起
こ
り

ま
し
た
。
夜
は
昨
日
に
増
し
て
冷
え

込
む
。
風
も
強
く
寒
さ
と
騒

音
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

３
日
目
は
朝
か
ら
激
励
に

駆
け
つ
け
る
方
々
が
い
ま
し

た
。
長
妻
厚
生
労
働
大
臣
に

も
み
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し

た
。２

泊
３
日
の
座
り
込
み
を

通
し
て
、
中
央
社
保
協
、
東

京
社
保
協
、
民
医
連
、
年
金

者
組
合
、
日
本
高
齢
者
運
動

連
絡
会
、
東
京
地
評
な
ど
多

く
の
団
体
・
個
人
か
ら
激
励

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
胸
が

熱
く
な
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
ゆ
る
ぎ
な
い
団
結
の

力
は
こ
れ
か
ら
も
大
き
く
広

が
っ
て
い
く
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。

都
老
協
事
務
局
長
・
坂
本
光
治

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

問
題
で
学
習
会
を
開
催

墨
田
社
保
協
は
、
こ
の
間
、
後
期

高
齢
者
の
医
療
制
度
の
廃
止
を
訴
え

る
街
頭
宣
伝
・
署
名
行
動
を
毎
月
１

回
続
け
て
い
ま
す
。
12
月
19
日
（
土
）

の
午
後
に
東
京
土
建
墨
田
支
部
会
館

会
議
室
で
、
こ
の
問
題
の
学
集
会
を

開
催
し
、
社
保
協
構
成
の
各
団
体
か

ら
約
50
名
が
参
加
を
し
ま
し
た
。

講
演
を
行
っ
た
東
京
社
保
協
の
相

川
事
務
局
次
長
は
、
現
行
制
度
が
続

け
ば
、
保
険
料
や
医
療
費
の
高
齢
者

負
担
が
増
え
る
一
方
で
あ
り
、
選
挙

公
約
に
反
す
る
民
主
党
政
権
の
動
き

を
批
判
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
参
議

院
で
可
決

し
た
廃
止
法
案
は
、
削
減
さ
れ
続
け

て
き
た
国
庫
負
担
を
元
に
戻
し
て
従

前
の
老
人
保
険
制
度
に
戻
す
と
い
う

高
齢
者
を
含
め
た
国
民
の
願
い
に
応

え
た
法
律
と
し
て
、
衆
議
院
へ
の
提

出
・
審
議
・
可
決
を
め
ざ
す
運
動
の

強
化
を
訴
え
ま
し
た
。

参
加
し
た
高
齢
者
か
ら
は
、
「
病
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寒
さ
に
負
け
ず
厚
労
省
座
り
込
み
行
動

３
日
間
の
厚
労
省
前

座
り
込
み
を
断
行

！

墨
田
社
保
協

３
面
に
続
く

会
場
い
っ
ぱ
い
に
集
ま
っ
た
参
加
者



院
に
い
っ
て
、
注
射
も
痛
い
が
、
医

療
費
負
担
も
い
た
く
、
二
重
の
苦
し

み
を
味
わ
っ
て
い
る
。
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
、

後
に
、
墨
田
社
保

協
の
山
田
事
務
局
長
（
す
み
だ
共
立

診
療
所
）
か
ら
の
「
引
き
続
き
の
街

頭
で
の
宣
伝
・
署
名
行
動
と
区
内
関

係
団
体
や
国
会
議
員
へ
の
賛
同
要
請

を
実
施
す
る
」
と
の
提
案
を
参
加
者

一
同
で
確
認
し
終
了
し
ま
し
た
。

墨
田
社
保
協
・
廣
野

昨
年
、
09
年
１
月
５
日
は
、
日
比

谷
派
遣
村
か
ら
国
会
へ
向
け
た
「
仕

事
よ
こ
せ
」
「
生
活
保
護
を
」
の
デ

モ
行
進
に
参
加
し
ま
し
た
。
生
活
保

護
の
デ
モ
は
二
回
目
の
経
験
で
し
た
。

一
回
目
は
一
九
八
七
年
３
月
11
日
。

「
行
革
一
括
改
悪
法
」
が
強
行
さ
れ

た
一
九
八
一
年
、
厚
生
省
は
生
活
保

護
適
正
化
一
二
三
号
通
知
を
出
し
ま

し
た
。
生
活
保
護
申
請
者
を
役
所
の

窓
口
で
追
い
返
す
水
際
作
戦
が
全
国

で
横
行
し
、
自
ら
モ
デ
ル
福
祉
事
務

所
に
名
乗
り
を
あ
げ
た
荒

川
区
は
、
75
年
に
３
千
３

百
世
帯
の
生
活
保
護
世
帯

が
88
年
の
13
年
後
に
は
１

千
５
百
世
帯
に
半
減
す
る

「
生
保
狩
り
」
で
、
老
女
二
人
が
自

殺
。
こ
の
区
政
に
反
対
す
る
抗
議
集

会
に
全
都
か
ら
４
百
名
が
参
加
し
、

路
地
裏
を
デ
モ
し
た
の
が
、
全
国
で

初
の
生
活
保
護
デ
モ
だ
と
私
は
記

憶
し
て
い
ま
す
。

あ
れ
か
ら
23
年
、
東
京
の
生
活
保

護
受
給
世
帯
は
十
年
前
の
８
万
８
千

世
帯
か
ら
17
万
世
帯
に
倍
増
し
て
い

ま
す
。
五
十
年
前
の
「
朝
日
訴
訟
」
、

今
は
「
生
存
権
裁
判
」
…
日
本
の
社

会
保
障
を
凝
縮
し
た
よ
う
な
、
憲
法

25
条
を
具
象
化
し
た
生
活
保

護
の
た
た
か
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
昨
今
で
す
。

年
末
の
12
月
26
日
、
東
京

地
評
、
社
保
協
等
が
主
催
す

る
池
袋
駅
頭
の
「
相
談
会
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
５
人
の

相
談
に
の
り
ま
し
た
が
、
全

員
が
路
上
生
活
者
で
し
た
。

27
歳
の
若
い
人
は
、
神
奈
川

県
の
養
護
施
設
を
卒
業
し
て

建
設
業
に
つ
い
て
い
た
が
失

職
、
新
宿
の
公
園
が
宿
。
新

宿
生
活
と
健
康
を
守
る
会
の

役
員
に
連
絡
が
と
れ
、
翌
日

面
会
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
池
袋
の
公
園
に
寝
泊
ま

り
す
る
三
人
は
、
明
後
日
の
月
曜
日

に
福
祉
事
務
所
へ
生
活
保
護
の
申
請

に
行
く
約
束
を
し
ま
し
た
。
一
人
は

十
月
に
新
宿
福
祉
で
生
保
を
取
得
し

豊
島
区
の
施
設
に
入
所
し
て
い
る
が

27
人
部
屋
で
雑
魚
寝
、
ア
パ
ー
ト
に

移
り
た
い
、
と
言
う
の
で
私
の
名
刺

を
渡
し
て
お
き
ま
し
た
。

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
、
月
曜
日

申
請
の
３
人
の
内
一
人
だ
け
来
ま
し

た
。
早
速
生
活
保
護
申
請
し
、
正
月

三
が
日
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
村
→
大
田

区
の
寮
。
新
宿
の
人
は
連
絡
な
し
。

名
刺
を
渡
し
た
人
は
都
生
連
の
事
務

所
に
二
回
訪
問
→
新
宿
福
祉
事
務
所

へ
同
行
し
て
「
民
間
ア
パ
ー
ト
へ
な

ぜ
入
れ
な
い
の
か
？
」
と
交
渉
し
ま

し
た
。
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
大

田
区
の
寮
に
い
る
人
も
同
じ
だ
が
、

昨
年
一
度
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

が
職
が
続
か
ず
ホ
ー
ム
レ
ス
な
の
で
、

施
設
で
一
定
期
間
様
子
を
見
て
「
判

断
す
る
」
。
こ
れ
が
今
の
方
針
だ
そ

う
で
す
。

大
企
業
の
内
部
留
保
の
ほ
ん
の
わ

ず
か
で
失
業
者
は
救
わ
れ
ま
す
。
当

然
の
こ
と
が
や
ら
れ
れ
ば
、
ホ
ー
ム

レ
ス
は
解
消
さ
れ
る
の
で
す
。

都
生
連
会
長
・
須
山
利
夫
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路
上
生
活
と
生
活
保
護
・

駅
頭
相
談
に
思
う

池
袋
駅
東
口
で
の
相
談
会
会
場

お待たせしました ２つの請願署名ができました

◆後期高齢者医療制度をすみやかに廃止し、高齢者・国民が

望む医療制度をめざす国会請願署名

◆高齢者が安心して受けられる介護保障制度の実現を求める

請願署名

２つの署名は、今開催している通常国会に向けた署名です。

署名運動を広げ５月末までに東京社保協へ提出して下さい。

後期高齢者医療制度をいますぐ廃止！安心の

医療実現！４・３東京大集会

日時 ４月３日 13時30分開場、14時開会

場所 明治公園 15時パレード

いよいよ、後期高齢者医療制度の即時廃止、

医療危機打開をめざし、４・３東京大集会を開

催します。

通常国会にも大きな影響を与える取り組みに

していきましょう。チラシを使い、多くの諸団

体・地域住民の方にも知らせていきましょう。

過去最高の１万５千人～２万人を結集し、全国

各地で行なわれる集会と連帯し、大きく流れを

変えていきましょう。

地域でも思い切った宣伝行動を取り組みましょ

う。



年
越
し
派
遣
村
か
ら
１
年

五
〇
〇
名
の
利
用
者
が
あ
り
、
貧

困
を
可
視
化
さ
せ
衝
撃
的
に
告
発
を

し
た
「
年
越
し
派
遣
村
」
か
ら
１
年
。

雇
用
情
勢
や
景
気
は
回
復
の
兆
し
を

み
せ
ず
、
生
活
保
護
世
帯
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
過
去

高
を
更
新

し
続
け
て
い
ま
す
。
昨
年
の
「
年
越

し
派
遣
村
」
を
支
援
し
た
団
体
・
個

人
は
、
労
働
法
制
の
見
直
し
や
社
会

保
障
制
度
の
改
善
運
動
を
続
け
、
行

政
の
責
任
で

の
施
策
の
実
現
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
運
動
の
結
果
、
東
京
都
は
住

居
を
喪
失
し
生
活
に
困
窮
し
て
い
る

人
を
対
象
に
、
12
月
28
日
～
１
月
４

日
朝
ま
で
の
予
定
で
、
五
〇
〇
名
規

模
で
宿
泊
施
設
を
用
意
す
る
「
生
活

総
合
相
談
」
事
業
を
実
施
し
ま
し
た

（
い
わ
ゆ
る
「
公
設
派
遣
村
」
）
。

行
政
が
年
末
年
始
の
「
生
活
総
合

相
談
」
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
自
体
は

大
い
に
評
価
で
き
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
今
回
の
「
公
設
派
遣
村
」

に
つ
い
て
は
、
東
京
へ
の
集
中

を
恐
れ
た
た
め
に
広
報
が
充
分

で
な
く
住
居
喪
失
・
生
活
困
窮

者
に
情
報
が
伝
わ
り
に
く
か
っ

た
こ
と
、
利
用
要
件
と
し
て
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
登
録
を
必
須

と
し
た
こ
と
、
相
談
体
制
・
医

療
体
制
が
著
し
く
貧
弱
だ
っ
た

こ
と
、
対
応
が
後
手
後
手
に
ま

わ
っ
た
こ
と
等
々
の
問
題
点
が

あ
り
ま
し
た
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー

ビ
ス
を
つ
く
る
会

「
年
越
し
派
遣
村
が
必
要
な
い

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
を

つ
く
る
会
」
（
代
表
・
宇
都
宮
健
児

弁
護
士
）
で
は
、
12
月
24
日
と
31
日

の
２
度
に
わ
た
っ
て
問
題
点
の
改
善

を
求
め
る
公
式
要
請
を
行
う
な
ど
都

と
折
衝
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
年
末

年
始
も
休
み
な
く
支
援
を
行
い
ま
し

た
。
私
自
身
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、
生
活
相
談
に
携
わ
り
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
当
初
定
員
を
大
幅
に

上
回
る
八
三
〇
名
を
超
え
る
方
々
が
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
等
の
宿
泊

施
設
を
利
用
。
そ
の
多
く
が
路
上
生

活
で
仕
事
も
な
く
、
手
持
ち
金
も
わ

ず
か
だ
っ
た
た
め
に
、
都
は
「
生
活

総
合
相
談
」
の
期
間
を
さ
ら
に
２
週

間
延
長
す
る
と
い
う
対
応
を
と
り
、

全
体
で
４
０
０
名
程
度
が
生
活
保
護

申
請
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
公
設
派
遣
村
」
利
用
者
と
保
護
申

請
が
、
一
年
前
の
「
年
越
し
派
遣
村
」

を
大
幅
に
上
回
っ
た
こ
と
は
、
「
貧

困
と
格
差
」
の
広
が
り
が
是
正
さ
れ

ず
、
有
効
な
解
決
が
な
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
「
公
設
派
遣
村
」
を
利
用
し
た
方

た
ち
の
多
く
は
、
既
に
要
保
護
状
態

と
し
て
生
活
保
護
制
度
の
対
象
と
な

る
方
た
ち
で
し
た
。
本
来
な
ら
ば
、

年
末
年
始
の
「
公
設
派
遣
村
」
を
待

た
ず
に
、
生
活
保
護
制
度
を
利
用
で

き
て
い
れ
ば
、
大
量
の
利
用
者
で
混

乱
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
意
味
で
、
一
部
の
福
祉
事
務
所

の
「
水
際
作
戦
」
と
非
難
さ
れ
る
よ

う
な
対
応
は
改
善
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
生
活
保
護
を
利
用
で
き
る
低

所
得
世
帯
の
う
ち
、
わ
ず
か
１
～
２

割
程
度
し
か
実
際
に
は
利
用
で
き
て

い
な
い
と
い
う
生
活
保
護
の
捕
捉
率

の
低
さ
を
改
善
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

深
刻
な
貧
困
の
広
が
り
の
中
、
生

活
保
護
関
係
職
場
は
増
え
続
け
る
生

活
保
護
世
帯
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
て

い
ま
す
。
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や
面
接

相
談
員
の
増
員
は
切
実
な
要
求
で
す
。

「
貧
困
と
格
差
」
の
根
本

原
因
は
政
治
の
責
任

「
貧
困
と
格
差
」
の
広
が
り
を
招
い

た
根
本
原
因
は
、
労
働
者
を

使
い
捨
て
に
す
る
労
働
者
派

遣
を
進
め
、
社
会
保
障
を
切

り
捨
て
て
き
た
政
治
の
責
任

で
す
。
新
政
権
の
も
と
、
労

働
政
策
審
議
会
が
登
録
型
派

遣
や
製
造
業
派
遣
の
原
則
禁

止
を
柱
と
す
る
労
働
者
派
遣

法
改
正
を
答
申
し
ま
し
た
が
、

「
抜
け
道
」
も
あ
っ
て
実
効

性
に
欠
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

原
則
禁
止
は
３
年
後
、
登
録

型
の
う
ち
一
部
業
務
は
さ
ら

に
２
年
の
猶
予
を
設
け
て
お

り
、
抜
本
的
な
対
策
に
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

「
貧
困
と
格
差
」
を

な
く
す
社
会
の
実
現
を

「
貧
困
と
格
差
」
を
無
く
し
、
誰
も

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
社

会
保
障
制
度
を
改
善
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
以
上
「
派
遣
村
」
が
必
要
と
さ

れ
な
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
力
を
合
わ
せ
て
運
動
を

広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

東
京
自
治
労
連
副
委
員
長

田
川
英
信

各
地
域
で
の
相
談
会
を
取

り
組
ん
で
い
こ
う
！

雇
用
を
守
る
政
治
に
し
て

い
こ
う
！
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「
派
遣
村
」
が
必
要
な
い

社
会
を
実
現
し
よ
う
!!

大
久
保
公
園
で
の
相
談
会

代
々
木
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
前
宣
伝


